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■
書
評

長
濵
拓
磨
著

『
戦
後
文
学
と
聖
書
―
日
本
の
近
現
代
作
家
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て
』

祝
　
　
　
影
　
紅

　

本
書
は
、
戦
後
と
い
う
時
代
を
中
心
に
、
日
本
の
作
家
に
見
ら
れ
る
キ
リ

ス
ト
教
や
聖
書
の
影
響
に
つ
い
て
整
理
し
、
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
七
回

に
わ
た
っ
て
雑
誌
『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
』（
か
ん
よ
う
出
版
、
二
〇
一
六
年
五

月
～
二
〇
二
一
年
九
月
）
に
連
載
さ
れ
た
「
戦
後
文
学
と
聖
書
」
に
基
づ
く
。

著
者
が
「
あ
と
が
き
」
に
記
す
よ
う
に
、「
キ
リ
ス
ト
教
」
の
か
わ
り
に
「
聖

書
」
と
い
う
言
葉
を
タ
イ
ト
ル
に
使
用
し
た
の
は
、
戦
後
作
家
は
非
キ
リ
ス

ト
教
者
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
が
信
仰
の
影
響
で
あ
る
の
か
、

見
極
め
る
た
め
の
線
引
き
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。

　

本
書
は
七
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
「
様
々
な
分
岐
点
」
に
お
い
て
は
、
時

代
区
分
と
対
象
と
す
る
範
囲
を
明
確
に
し
つ
つ
全
体
的
な
内
容
を
概
説
し
た

う
え
で
、
第
二
章
か
ら
第
六
章
ま
で
は
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
検
討
し
、
代
表

的
な
作
家
を
二
、
三
名
取
り
上
げ
な
が
ら
彼
ら
の
小
説
作
品
と
聖
書
と
の
関

連
性
を
具
体
的
に
考
察
し
て
い
る
。
第
七
章
「
戦
後
評
論
と
聖
書
」
は
タ
イ

ト
ル
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
小
説
か
ら
離
れ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
・
ブ
ー

ム
と
イ
エ
ス
の
受
容
問
題
を
切
り
口
と
し
て
戦
後
の
文
学
者
と
評
論
家
を
紹

介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
聖
書
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
受
容
の
歴
史
に
並
行
し
て
日
本
文

学
史
を
た
ど
り
、
聖
書
の
影
響
に
よ
る
文
学
史
の
再
考
を
試
み
て
い
る
。
十

六
世
紀
以
来
、
日
本
の
近
代
化
に
伴
っ
て
広
ま
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
は
、
教
育

上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
内
村
鑑
三
を
は
じ
め
、
新
渡
戸
稲
造
や

徳
富
蘇
峰
・
蘆
花
兄
弟
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
に
感
化
さ
れ
た
明
治
期
の
知
識

人
、
文
学
者
は
少
な
く
な
い
。
だ
が
文
学
の
世
界
に
限
っ
て
見
れ
ば
、
キ
リ

ス
ト
教
か
ら
深
い
影
響
を
受
け
た
国
木
田
独
歩
や
島
崎
藤
村
、「
切
支
丹
物
」

を
多
く
著
し
た
芥
川
龍
之
介
と
い
っ
た
作
家
が
昭
和
ま
で
に
現
れ
た
も
の
の
、

い
ず
れ
も
聖
書
的
主
題
を
深
め
た
と
は
言
い
難
い
、
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

聖
書
の
核
心
的
な
部
分
に
触
れ
、
そ
れ
を
自
ら
の
作
品
で
発
展
さ
せ
、
か
つ

文
壇
の
中
心
で
活
躍
し
た
文
学
者
が
現
れ
る
の
は
、
戦
後
を
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
著
者
の
見
通
し
に
よ
れ
ば
、
そ
の
代
表
的
な
作
家
が
、
椎
名
麟

三
と
遠
藤
周
作
で
あ
る
。
椎
名
が
「
深
夜
の
酒
宴
」
を
も
っ
て
文
壇
に
登
場

し
た
一
九
四
七
年
が
、
奇
し
く
も
遠
藤
が
評
論
「
神
々
と
神
と
」
に
よ
り
カ

ト
リ
ッ
ク
評
論
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
年
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
目

し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
書
は
一
九
四
五
年
を
一
つ
の
分
岐
点
と
し
て

扱
い
、
一
九
四
五
年
八
月
か
ら
一
九
五
五
年
一
二
月
ま
で
の
約
十
年
間
を
検
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討
対
象
で
あ
る
「
戦
後
文
学
」
の
範
囲
と
し
て
い
る
。
他
方
で
、
聖
書
翻
訳

の
歴
史
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
近
代
日
本
で
は
一
八
八
七
年
に
は
じ
め
て
完

成
さ
れ
た
新
・
旧
約
聖
書
の
画
期
的
な
翻
訳
、
い
わ
ゆ
る
「
文
語
訳
」
が
最

も
広
く
読
ま
れ
て
き
た
が
、
遠
藤
周
作
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
作
家
は
一
九

一
〇
年
刊
行
の
ラ
ゲ
神
父
に
よ
る
『
我
主
イ
エ
ズ
ス
キ
リ
ス
ト
の
新
約
聖
書
』

の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
、
と
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

　

著
者
は
次
の
よ
う
に
戦
後
の
文
学
の
主
な
流
れ
を
整
理
し
て
い
る
。
①
戦

前
か
ら
活
躍
し
て
い
た
既
成
作
家
の
復
活
、
②
宮
本
百
合
子
な
ど
に
よ
る
民

主
主
義
文
学
の
出
発
、
③
太
宰
治
、
坂
口
安
吾
、
石
川
淳
、
織
田
作
之
助
な

ど
の
無
頼
派
の
流
行
、
④
「
第
一
次
戦
後
派
」「
第
二
次
戦
後
派
」
と
呼
ば
れ

る
戦
後
派
作
家
の
活
躍
、
⑤
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
背
景
と
し
た
中
間
小

説
の
隆
盛
、
⑥
「
第
三
の
新
人
」
の
登
場
。
本
書
は
、
②
以
外
の
項
目
に
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
章
を
あ
て
て
考
察
し
て
い
る
。
②
の
民
主
主
義
文
学
は

「
キ
リ
ス
ト
教
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
た
め
、
聖
書
の
影
響
を
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
こ
と
か
ら
、
考
察
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
完

全
に
排
除
さ
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
少
し
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例

え
ば
、
こ
こ
で
名
前
の
挙
が
っ
て
い
る
宮
本
百
合
子
は
、
私
小
説
風
の
作
品

「
追
憶
」
の
中
で
、
小
さ
い
頃
に
叔
父
か
ら
聞
い
た
数
々
の
聖
書
の
物
語
に
夢

中
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
彼
女
は
結
局
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
は

な
ら
な
か
っ
た
が
、
聖
書
か
ら
与
え
ら
れ
た
想
像
力
は
何
ら
か
の
形
で
生
き

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
民
主
主
義
作
家
が
教
養
の
書
と
し
て
聖
書

を
読
ん
だ
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
検
証
は
、
今
後
の
課
題
と
な
る

と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

続
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
歴
史
的
背
景
を
概
観
し
つ
つ
、

特
定
の
作
家
と
聖
書
と
の
関
わ
り
が
作
品
に
即
し
て
具
体
的
に
考
察
さ
れ
て

い
る
。
第
二
章
「
既
成
作
家
と
聖
書
」
で
は
、
戦
前
か
ら
活
躍
し
、
一
定
の

名
声
を
得
て
い
た
作
家
た
ち
が
検
討
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
聖
書
と
深
く
関

わ
っ
た
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
川
端
康
成
や
堀
辰
雄
、
北
原
武
夫
で

あ
る
。
大
正
教
養
主
義
を
背
景
に
、
信
仰
と
は
関
係
な
し
に
聖
書
を
教
養
の

書
と
し
て
受
容
し
た
と
こ
ろ
が
彼
ら
の
共
通
点
で
あ
る
。
彼
ら
の
特
徴
は
、

中
立
的
な
立
場
か
ら
聖
書
を
文
学
の
素
材
の
一
つ
と
し
て
眺
め
て
い
る
こ
と

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
「
無
頼
派
作
家
と
聖
書
」
に
よ
れ
ば
、
無
頼
派
作
家
は
全
体
的
に

キ
リ
ス
ト
教
や
聖
書
へ
の
関
心
が
薄
い
。
芥
川
龍
之
介
と
同
様
に
切
支
丹
物

を
書
き
、
殉
教
者
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
坂
口
安
吾
が
い
る
が
、
聖
書
そ
の

も
の
自
体
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
石
川
淳
と
太
宰

治
は
例
外
で
あ
っ
た
。
石
川
淳
は
戦
後
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」
を
は
じ
め
と
す

る
カ
ト
リ
ッ
ク
色
の
濃
い
作
品
を
次
々
と
発
表
し
、
江
戸
戯
作
と
聖
書
伝
説

と
を
融
合
さ
せ
た
独
特
な
世
界
観
を
切
り
開
い
た
。
太
宰
治
は
受
洗
は
し
な

か
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
や
聖
書
の
影
響
を
強
く
受
け
た
作
家
の
一
人
で
あ

る
。
津
軽
疎
開
時
代
（
一
九
四
五
年
八
月
～
一
九
四
六
年
一
一
月
）
の
作
品

に
は
、
作
中
の
登
場
人
物
の
思
想
を
投
影
さ
せ
る
も
の
と
し
て
「
マ
タ
イ
伝
」

か
ら
の
引
用
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
三
鷹
で
の
晩
年
時
代
（
～
一
九
四
八

年
六
月
）
の
作
品
に
は
、「
ヨ
ハ
ネ
伝
」「
創
世
記
」
等
か
ら
の
引
用
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
引
用
源
の
多
様
化
と
と
も
に
聖
書
的
主
題
も
よ
り
深
め

ら
れ
て
い
っ
た
、
と
著
者
は
論
じ
て
い
る
。

　

第
四
章
「
戦
後
派
作
家
と
聖
書
」
で
考
察
の
中
心
と
な
る
戦
後
派
作
家
は
、

実
存
主
義
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
影
響
の
下
、
聖
書
と
関
わ
る
者
が
多
い

が
、
聖
書
受
容
の
あ
り
か
た
は
多
様
で
あ
る
。
著
者
の
見
取
り
図
よ
れ
ば
、

野
間
宏
、
中
村
真
一
郎
、
安
部
公
房
ら
は
大
正
教
養
主
義
の
流
れ
を
汲
み
、
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教
養
と
し
て
聖
書
を
受
容
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
椎
名
麟
三
、
武
田
泰
淳
、

大
岡
昇
平
の
場
合
、
過
酷
な
転
向
・
戦
争
体
験
が
彼
ら
の
聖
書
の
捉
え
方
に

影
響
を
与
え
て
い
る
。
死
の
恐
怖
に
苛
ま
れ
て
き
た
椎
名
麟
三
は
、
キ
リ
ス

ト
教
に
惹
か
れ
て
入
信
し
た
の
で
は
な
く
、
受
洗
後
に
聖
書
を
読
み
、
復
活

す
る
イ
エ
ス
の
姿
に
感
動
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
当
の
意
味
で
の
回
心
を

遂
げ
た
。
そ
の
前
に
も
彼
の
作
品
に
は
聖
書
の
引
用
が
あ
っ
た
が
、
受
洗
後
、

そ
れ
が
少
な
く
な
っ
た
分
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
聖
書
の
主
題
を
間
接
的
に

表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ

た
椎
名
は
信
仰
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
も
数
多
く
残
し
て
お
り
、「
た
ね
の
会
」

と
い
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
文
学
集
団
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
戦
後
の
キ
リ
ス

ト
教
作
家
の
代
表
格
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
第
五
章
「
中
間
小
説
と
聖
書
」
で
は
、
中
間
小
説
と
深
く
関
わ
り
、

か
つ
聖
書
と
の
関
連
が
見
ら
れ
る
作
家
と
し
て
、
石
坂
洋
次
郎
、
井
伏
鱒
二
、

林
芙
美
子
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
石
坂
の
作
品
に
は
聖
書
の
言
葉
の
引
用

は
少
な
い
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
作
品
の
主
題
や
登
場
人
物
の
行
動
に
深
く

関
わ
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
聖
書
を
深
く
読
み
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
う

か
が
え
る
と
い
う
。
井
伏
鱒
二
は
も
と
も
と
聖
書
よ
り
、
む
し
ろ
切
支
丹
の

ほ
う
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
晩
年
聖
書
を
愛

読
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
知
識
が
「
か
る
さ
ん
屋
敷
」
と
い
う
小
説
に
反

映
さ
れ
て
い
る
、
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

　

第
三
の
新
人
に
は
、
曽
野
綾
子
や
遠
藤
周
作
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
作
家
が
多
い
。

第
六
章
「〈
第
三
の
新
人
〉
と
聖
書
」
は
、
彼
ら
の
作
品
と
聖
書
と
の
関
連
が

薄
い
こ
と
に
注
目
す
る
。
例
え
ば
、
島
尾
敏
雄
は
洗
礼
を
受
け
て
お
り
、
代

表
作
「
わ
れ
深
き
ふ
ち
よ
り
」
の
題
名
も
聖
書
に
由
来
し
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
は
ほ
と
ん
ど
聖
書
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
一
方
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
評
論

家
か
ら
出
発
し
た
遠
藤
周
作
は
、
日
本
の
風
土
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
わ
る
問

題
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
作
家
の
椎
名
麟
三
が
戦

後
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
作
家
の
代
表
格
の
一
人
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
椎

名
と
双
璧
を
な
す
の
が
遠
藤
で
あ
る
。
彼
が
「
ア
デ
ン
ま
で
」
を
も
っ
て
小

説
家
に
転
身
し
て
か
ら
も
、
キ
リ
ス
ト
教
的
問
題
を
追
究
し
続
け
、
聖
書
の

主
題
や
イ
メ
ー
ジ
を
織
り
込
ん
だ
作
品
を
多
く
執
筆
し
た
。

　

最
終
章
「
戦
後
評
論
と
聖
書
」
で
は
、
評
論
の
世
界
に
お
い
て
聖
書
と
関

係
す
る
問
題
と
し
て
戦
前
か
ら
継
続
す
る
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
・
ブ
ー
ム
」

と
、「
私
の
イ
エ
ス
」
す
な
わ
ち
作
家
個
人
の
信
仰
表
明
の
問
題
と
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
に
は
キ
リ
ス
ト

教
的
な
問
題
を
取
り
扱
っ
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
が
戦
後
文
学
と
聖
書
と
の

関
わ
り
方
に
直
接
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。「
私
の
イ
エ
ス
」
問
題
に
関
し

て
は
、
内
村
鑑
三
の
無
教
会
主
義
や
海
外
の
自
由
主
義
神
学
が
背
景
に
あ
り
、

非
キ
リ
ス
ト
教
の
文
学
者
が
自
分
な
り
に
イ
エ
ス
像
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る

姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
そ
の
よ
う
な
文
脈
を
踏

ま
え
て
、
河
上
徹
太
郎
、
椎
名
麟
三
、
遠
藤
周
作
、
吉
本
隆
明
の
評
論
を
取

り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
直
面
す
る
キ
リ
ス
ト
教
受
容
に
お
け
る
課
題
、
ま
た

は
彼
ら
が
描
い
た
「
私
の
イ
エ
ス
」
像
に
具
体
的
な
検
討
を
加
え
て
い
る
。

本
章
の
記
述
で
特
に
有
益
な
の
は
注
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
ー
・
ブ
ー
ム
に
関
す
る
戦
後
の
討
論
会
や
特
集
、
評
論
書
の
情
報
が
収
集

さ
れ
て
あ
り
、
今
後
の
研
究
に
非
常
に
役
立
つ
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

巻
末
に
は
「
戦
後
文
学
に
お
け
る
聖
書
関
連
作
品
年
表
」
が
付
さ
れ
て
い

る
。
戦
後
に
限
ら
ず
、
一
八
七
三
年
（
明
治
六
年
）
か
ら
一
九
五
五
年
（
昭

和
三
〇
年
）
に
か
け
て
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
受
容
に
関
す
る
重
要

な
出
来
事
お
よ
び
聖
書
関
連
の
作
品
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
簡
潔
に
ま
と
め
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ら
れ
た
こ
の
年
表
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
一
つ
一
つ
の
作
品
の
確
認
作
業

に
多
大
な
労
力
が
費
や
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

文
学
に
関
心
を
持
つ
者
が
、
同
時
代
の
作
品
と
比
較
し
た
り
、
歴
史
の
流
れ

を
確
認
し
た
り
す
る
際
、
本
書
は
そ
の
手
引
書
と
し
て
大
い
に
有
用
で
あ
ろ

う
。

　

時
代
背
景
を
丹
念
に
説
明
し
た
う
え
で
、
戦
後
の
作
家
た
ち
と
聖
書
と
の

関
連
を
平
易
な
言
葉
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
の
が
本
書
の
特
色
で

あ
る
。
た
だ
、
い
く
つ
か
の
作
品
に
関
し
て
は
、
聖
書
の
文
言
の
引
用
は
指

摘
に
と
ど
ま
り
、
作
品
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
展
開
さ
れ
て
い
な
い
の

は
少
し
残
念
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
も
、
対
象
作
品
を
広
く
網
羅
す
る
た
め

に
は
、
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
書
は
同
時
代
の
作
家

を
横
断
的
に
見
て
い
く
と
い
う
方
針
を
取
っ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
椎

名
麟
三
と
遠
藤
周
作
の
比
重
が
他
作
家
よ
り
大
き
い
と
こ
ろ
に
、
両
作
家
の

研
究
者
で
あ
る
著
者
の
関
心
の
所
在
が
感
じ
ら
れ
た
。
本
書
は
関
連
分
野
の

研
究
者
に
と
っ
て
示
唆
に
富
ん
だ
書
物
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
や
聖
書
の
受
容
史
、
戦
後
文
学
史
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
人

が
入
門
書
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
一
冊
で
あ
る
。

〔
二
〇
二
二
年
三
月
、
か
ん
よ
う
出
版
、
本
体
一
八
〇
〇
円
〕 

（
じ
ゅ　

い
ん
ほ
ん
／
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
）


